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3月号（77-03）著者プロフィール 

1. 出身地 2. 出身高校 3. 出身大学 4. 研究テーマ 5. 最近思うこと 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊 8. 趣味 9. ごひいきの球団，チーム，番組 10. ホームページ 

 

●紹介：ついに発売！ ゲノム編集トマト 

 

江面 浩（えづら ひろし） 

筑波大学生命環境系 教授 

つくば機能植物イノベーション研究センター センター長 

1. 茨城県 

2. 茨城県立下妻第一高等学校 

3. 1986年筑波大学大学院博士課程中退，博士（農学，1993年） 

4. 先端技術を用いた農作物の分子育種 

5. 日本の研究力向上の方策 

6. 何事も諦めないこと 

8. 散歩，家庭園芸 

9. ロサンゼルス・エンゼルス 

10. https://gene.t-pirc.tsukuba.ac.jp/research/ezura/ 

 

 

●解説：ビスフェノール類が環境ホルモンとして作用する機構を解明 

 

松島 綾美（まつしま あやみ） 

九州大学大学院理学研究院 准教授 

1. 福島県 

2. 福島県立筑紫丘高等学校 

3. 2004年九州大学大学院理学府分子科学専攻博士課程修了，博士（理学） 

4. 有害環境化学物質の作用機序解明 

5. 新しい研究に取り組みます．脳神経や鎮痛に興味があり切り口を考えています． 

6. 白珪尚可磨 

7. イマキュレー・イリバギザ，スティーブ・アーウィン 著，堤 江実 翻訳，『生かされ

て。』，PHP研究所 

8. 神社仏閣巡り，調理器具集め 

9. 強いて言えば地元の福岡ソフトバンクホークスが勝つとバーゲンになり嬉しいです． 

10. http://lsfb.scc.kyushu-u.ac.jp/ 

 

 

https://gene.t-pirc.tsukuba.ac.jp/research/ezura/
http://lsfb.scc.kyushu-u.ac.jp/
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●解説：新しい物質群「3Dカーボン構造体」の創成 

 

坂本 良太（さかもと りょうた） 

東北大学大学院理学研究科 教授 

1. 長野県東筑摩郡山形村 

2. 長野県立松本深志高校 

3. 2007年東京大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程修了，博士（理学） 

4. 合成化学，ナノ科学 

5. 合理的な研究内容・研究方法 

6. 辛い時こそ真価が問われる 

7. 西森秀稔，大関真之 著，『量子コンピュータが人工知能を加速する』，日経BP 

8. トレーニング 

9. 阪神タイガース 

10. https://web.tohoku.ac.jp/sakutai/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

仁科 勇太（にしな ゆうた） 

岡山大学異分野融合先端研究コア 研究教授 

1. 岡山県 

2. 倉敷青陵高等学校 

3. 2010年岡山大学大学院自然科学研究科博士課程修了，博士（工学） 

4. 材料科学 

5. 研究テーマ 

6. 困っている人がいたら助ける 

7. 尾原和啓 著，『プロセスエコノミー ――あなたの物語が価値になる』，幻冬舎 

8. 日曜大工 

9. 広島東洋カープ 

10. http://www.tt.vbl.okayama-u.ac.jp/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

神谷 和秀（かみや かずひで） 

大阪大学大学院基礎工学研究科太陽エネルギー化学研究センター 准教授 

1. 愛知県 

https://web.tohoku.ac.jp/sakutai/
http://www.tt.vbl.okayama-u.ac.jp/


 3 

2. 愛知県立刈谷高等学校 

3. 2013年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了，博士（工学） 

4. CO2電解還元 

5. 教育者としての大学教員の在り方 

6. コントロールできないものに悩まない 

8. 子供とサッカー 

10. https://www.rcsec.osaka-u.ac.jp/ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

西原 洋知（にしはら ひろとも） 

東北大学材料科学高等研究所 教授 

1. 松本 

2. 長野県松本深志高等学校 

3. 2005年京都大学大学院工学研究科化学工学専攻博士後期課程修了，博士（工学） 

4. カーボン系材料 

5. みんな，言い訳ばかりだなぁ 

6. 前例を踏襲しない．和して同ぜず． 

8. 温泉 

10. http://www2.tagen.tohoku.ac.jp/lab/nishihara/html/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

生越 友樹（おごし ともき） 

京都大学大学院工学研究科 教授 

1. 愛知県岡崎市 

2. 愛知県立岡崎北高等学校 

3. 2005年京都大学大学院工学研究科高分子化学専攻博士後期課程修了，博士（工学） 

4. 柱型環状分子ピラーアレーンを基にした超分子材料の創製 

8. フルート演奏，水泳 

9. 中日ドラゴンズ 

10. http://www.sbchem.kyoto-u.ac.jp/ogoshi-lab/index.html 

 

 

 

 

 

 

https://www.rcsec.osaka-u.ac.jp/
http://www2.tagen.tohoku.ac.jp/lab/nishihara/html/index.html
http://www.sbchem.kyoto-u.ac.jp/ogoshi-lab/index.html
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●紹介：DNA密生金ナノ粒子で分子を検出！ 

 

平尾 元（ひらお げん） 

愛媛大学理学部化学科 学生 

1. 香川県 

4. 金ナノ粒子凝集を体形的に伴う，溶液色変化用いた分子検出 

8. 料理，水泳，旅行 

9. 広島東洋カープ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

座古 保（ざこ たもつ） 

愛媛大学大学院理工学研究科 教授 

1. 大阪 

2. 私立洛星高等学校 

3. 2001年東京大学大学院工学系研究科化学生命工学専攻博士後期課程修了，博士（工学） 

4. ナノ粒子を用いた新規バイオ分析法の開発，タンパク質アミロイド凝集 

7. 斉須政雄 著，『調理場という戦場 ――「コート・ドール」斉須政雄の仕事論』，幻冬舎 

8. 音楽鑑賞，読書，スポーツ，料理，自然派ワイン 

9. マンチェスター・ユナイテッド（サッカー プレミアリーグ） 

10. http://chem.sci.ehime-u.ac.jp/~anachem1/ 

 

 

●カガクへの視点 

 

尾嶋 好美（おじまよしみ） 

筑波大学教育推進部社会連携課サイエンスコミュニケーター 

1. 東京都 

2. 私立女子学院高等学校 

3. 筑波大学生命環境科学研究科社会人博士後期課程単位取得退学，博士（学術） 

4. 科学教育，とくに初等中等教育段階の課題研究支援について 

 

 

 

http://chem.sci.ehime-u.ac.jp/~anachem1/
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●研究会へようこそ！：日本応用糖質科学会 澱粉構造・機能研究部会 

 

徳安 健（とくやす けん） 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

食品研究部門食品加工・素材研究領域 

バイオ素材開発グループ グループ長 

2. 東京都立国立高等学校 

3. 博士（農学） 

4. 糖質資源の生物変換および高機能糖質素材の創出 

8. 水泳（水球），快食・快眠 

10. https://www.naro.go.jp/laboratory/nfri/introduction/chart/0302/index.html 

 

https://www.naro.go.jp/laboratory/nfri/introduction/chart/0302/index.html

